
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【スクールカウンセラー 

の先生の話】 

                         【エクセサイズの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

＜１年生では＞   ○みんな仲良く生活できる。   

＜２年生では＞   ○身近な人に対して親切にできる。 

＜３年生では＞   ○友達に優しい言葉遣いや振る舞いができる。 

＜４年生では＞   ○友達のことを考えて優しく接することができる。 

＜５年生では＞   ○相手の気持ちを考えた言動ができる。 

＜６年生では＞   ○相手の立場や気持ちを考えた言動ができる。 

 

 周りの人に対して、思いやりの気持ちを

もって接する子どもを育てます。 
  

  

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

○ 子どもたちに挨拶をしましょう。 

○ 地域ぐるみで子どもたちを育てる意

識をもちましょう。 

 

学校保健委員会「気持ちのよい会話を作ろう」 

 

＜子どもの声＞ 

 僕は、話を聞い

て、少し言葉をか

えるだけで相手を

いやな気持ちに

させたり、いい気

持ちにさせたりす

るので、言葉は大

切だと思いまし

た。これからも相

手のことを考えな

がら人と話をして

いきたいです。 

 

 

＜家庭の声＞ 

 自己肯定感という

のは、とても大切な

ものだということは

分かっていたつもり

ですが、改めて気

付かされた気がし

ました。自己肯定

感を育てていくため

には、普段の生活

の中で大人が意識

をして、子どもと接

していかなければ

いけないんだと思

いました。 

○ 学校の様子など話し合う機会を大切にしま

しょう。 

○ 子どもたちのよいところを褒めるようにしま

しょう。 

 


